
北潟湖フィールドワーク実習

福井県立大学の学生が、北潟湖で実習をしました！
中村 亮 ・ 石井 潤 （福井県 里山里海湖研究所／福井県立大学 非常勤講師）

今年の９月３日（木）～５日（土）に、福井県立大学の学生が北潟湖で実習を行いました！
北潟湖は、古くから、水を利用したり、魚を捕ったり、子供たちの遊びの場となってきたところです。
そして、現在、自然環境など様々な課題に応える自然再生の取り組みが開始されています。
１１人の県大生が、そんな北潟湖の自然環境と人の暮らしを見学し、地元の方と交流し、「いきもの」
と「文化」の調査をし、調査結果をワークショップで報告しました。

北潟湖の自然環境と文化の見学を行い、夜は、地元の方との交流会を開催しました。

・班に分かれて、『いきもの』と『文化』の調査をしました。
・調査が終わってから、夜は、調査結果を整理し、ワークショップの発表準備を行いました。

３日間という短い期間でしたが、北潟湖の自然と文化、そこで暮らしている人々と、直接接し、交流し、調査し、学ぶことができました。
調査結果は、今後の自然再生の取り組みの中で活用される予定です。ご協力いただいた地元の皆様には、厚く御礼申し上げます！

実習１日目

実習２日目

①地元の方による自然環境の説明　  ②漁業組合長による漁業の説明　　 ③地元の方による歴史の説明　　           ④地元の方との交流会　

               いきもの調査の風景　　                                 文化調査の風景　　                             調査結果の整理／ワークショップの発表準備

実習３日目

発表の様子：地元の方からは、「発表を聞いて、北潟湖のことを
改めて考えた」という御意見をいただきました。

質問タイム・意見交換会の様子 いきものも展示しました

平成 27 年 9 月 6日（日）平成 27 年 9 月 6 日（日）

『日刊県民福井』に
取り上げていただきました

北潟湖の南西部の付近

（注）学生が飲んでいるのはソフトドリンクです。

 ・ご挨拶
 ・調査結果報告
　　いきもの班　　植物
　　　　　　　　　動物
　　文化班　　　　資源利用
　　　　　　　　　食文化
 ・質問タイム、意見交換会

プログラム

福井県里山里海湖研究所、福井県立大学、あわら市主催によるワークショップ

若者が見た北潟湖―自然と文化を活かしたまちづくりにむけて―


